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問題 19 ←問題番号を記入すること。 
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（注）裏面には記載しないこと 
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問題 20 ←問題番号を記入すること。 

 

�1�	積立金および保険料は、���� � �である限り、�  
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となる（ただし�� � � � �� ）。これらから、 
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% �1 � �� ( 1 となり、"��  �� #は単調減少で 0 に収束する。 

つまり��は単調減少で �� に収束する。��の定義より、��が単調増加であることは明らか。 

その収束値は �� である。 
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より、 

①の財政方式は閉鎖型総合保険料方式に他ならない。閉鎖型総合保険料方式の積立金 

および保険料が加入年齢方式の責任準備金および標準保険料に収束することは教科書 

記載のとおりである。 
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であり、②の財政方式は開放型総合保険料方式である。一年後の積立金は 
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となり、変化しない。したがって 1 年後の保険料も変化しない。これが毎年継続するため、一

定値となる。 
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